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中央漁業指導所・水産試験場

環境調査結果のお知らせ

タイの餌食いが悪いとの連絡を受け、本日9時から環境調査を実施しましたので結果をお知
らせします。
検鏡の結果、魚類に対して有害なディクチオカ・スペキュルムが最高190cells/ml確認されまし
た。本種は、5,000cells/ml程度の出現で養殖魚（ブリ）に被害がでたことがあります（鹿児島県）。
今後の動向に注意が必要です。

海や養殖魚の状態に変化や不安を感じた時は、中央漁業指導所か水産試験場まで連絡して
ください。

湾奥ブイ（透明度：4.0m）

環境 有害種

水深
水温
（℃）

塩分
酸素
（mg/l）

ディクチオカ・
スペキュルム

0m 19.3 33.4 8.68 1 cells/ml

2m 19.1 33.7 8.45 0 cells/ml

5m 18.6 33.8 7.67 190 cells/ml

10m 18.4 33.9 5.91

B-1m 18.1 33.9 5.91

馬ノ背（透明度：3.5m）

環境 有害種

水深
水温
（℃）

塩分
酸素
（mg/l）

ディクチオカ・
スペキュルム

0m 18.9 33.6 7.57 6 cells/ml

2m 18.9 33.7 7.53 21 cells/ml

5m 18.7 33.7 7.14 30 cells/ml

10m 18.3 33.9 6.47

B-1m 17.8 33.9 6.06


